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教授中村生雄 教授平 雅行 助教授永田 靖
大阪大学客員教授山口 修
論文内容の要旨
本論文は、 7 世紀後半頃から 8 世紀後半における式法の確立以来、今日まで法相・天台・真言等の仏教寺院におい
て主として年頭の祈年(としごし、)の行事として勤修されてきた悔過会(修正会と修二会がその代表的な法会)の展
開の様相を、その呪術的側面や芸能的側面にも留意しつつ、総合的に解明しようとしたものである。全体は、悔過会
の性格や形式など基本的な問題を概観した序論と、悔過会そのものの形成と展開を論じた第 1 部 (4 編の論考からな
る)と、現在勤修されている悔過会中で最も古格を保ち、かっ最も多様性に富む東大寺二月堂修二会をめぐる諸問題
を論じた第 2 部 (8 編の論考からなる)で構成される、 400 字詰原稿用紙に換算して 1500 枚あまりの論文マある。
なお、本論文はすでに平成 14 年 5 月に法蔵館から問題にてA5判 622 頁の単行本として刊行されている。
悔過会そのものの形成と展開を論じた第 1 部は、 「呪術から芸能へ 能・狂言の母体J í悔過法要の形式一成立と














また、悔過会中で、最も古格を保っと考えられる東大寺二月堂の修二会をめぐる諸問題を論じた第 2 部は、 「悔過会
と二月堂の修二会J í二月堂[悔過作法]の変容J í東大寺修二会の伝承基盤-伝統芸能の保存組織のあり方の研究」
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成や次第、参寵衆諸役の作法や声明などの詳細な調査記録である『東大寺修二会の構成と所作~ (平凡社。全 4 巻。






過法要の形式一成立と展開j などに顕著で、そこでは悔過会 46 事例について、悔過会全体の中心部をなす「称名悔







1 部の「呪術から芸能へ一能・狂言の母胎J と、第 2 部の「達陀の道」くらいであるが、法会と芸能の密接な関係は
たとえば芸能研究の常識であり、その意味において、悔過会という法会の成立と展開を論じた本書はその全体が芸能
研究と深くかかわるものと言うことができょう。とりわけ、悔過会の「呪師作法J のなかの行法に能・狂言の母胎を
みようとした「呪術から芸能へ一能・狂言の母胎J は、能楽研究においても示唆するところの多い貴重な論考という
評価が定着している。以上をもって、本研究科は本論文を博士(文学)にふさわしいものと認定する。
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